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０．はじめに
























































































る。それゆえ、そのような場合には ABh の方が MMK
に忠実な解釈であるということになり、今回挙げた箇
所はそれを示す一例であると言える。
２．結語
以上、『青目註』と ABh について類似点と相違点と
いう２点から両注釈書の内容を検討した。類似点の考
察によりこの両注釈書が他の注釈書以上に互いに近似
したものであることがわかり、相違点については羅什
による加筆とその影響が考察の対象として明らかにな
った。しかし、羅什による加筆以外の相違の可能性な
ど検討すべき問題はいまだ多く残っている。これにつ
いては当然のことながら第１章以外の章も含めた、よ
り広い範囲での検証が不可欠であるのは言うまでもな
い。今回は第１章という一つの文脈の中で両注釈書の
間に類似点と相違点が併存していることをきっかけと
して考察の一例を示した。
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